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この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業大

臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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情報技術－人工知能－マネジメントシステム 

Information technology-Artificial intelligence-Management system 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 42001 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

人工知能（AI）は，情報技術を利活用する全ての分野での応用が急速に進んでおり，経済を活性化する

主要な要素と期待されている。この動向の帰結として，今後数年の間に特定の用途で社会的な問題を引き

起こす可能性がある。 

この規格は，組織が AI システムに関する組織の役割（例えば，AI を活用する製品又はサービスの利用，

開発，監視又は提供）を，責任をもって果たせるように支援することを意図するものである。AI は，次の

ような具体的な考慮すべき事項を提起する可能性がある。 

－ AI を用いる自動意思決定は，不透明かつ説明不可能な方法で下されることがあることから，従来の IT

システムに対してのマネジメントを超える AI 特有のマネジメントを行わなければならない場合があ

る。 

－ システムを設計するために人がロジックをコーディングするのではなく，データ分析，洞察及び機械

学習（ML）を利用することは，AI システムを適用する機会を増加させるとともに，そのようなシス

テムを開発し，正しく動作することを証明し，展開する方法を変える。 

－ 継続的に学習を行う AI システムは，利用中にその挙動が変動する。挙動の変動を伴いつつも責任あ

る利用を継続していくことを確実にするために，特別な配慮が必要となる。 

この規格は，それぞれの組織がもつ状況の下で AI マネジメントシステムを確立し，実施し，維持し，継

続的に改善していくための要求事項を提供する。組織には，AI に特有である特徴に焦点を当てて要求事項

を適用することが期待される。継続的に学習して改善する能力をもち，一方で，透明性又は説明可能性が

欠如するといった AI に特有の特徴に起因して，従来の作業実施方法では更なる懸念事項が生じた場合に

は，別の安全対策が必要になる場合がある。既存のマネジメント構造を拡張するために AI マネジメント

システムを展開することは，組織にとって戦略的な意思決定となる。 

AI マネジメントシステムを確立し，実施するに当たっては，組織のニーズ及び目的，プロセス，規模及

び構造，並びに様々な利害関係者の期待が影響する。AI マネジメントシステムの確立及び実施に影響する

別の要因は，AI の多くのユースケース，及びガバナンスの仕組みとイノベーションとの間で適切なバラン

スをとる必要性である。組織は，リスクベースのアプローチを利用してこの規格に定める要求事項を適用

することを選択し，組織が想定する範囲内の特定の AI ユースケース，サービス又は製品に対して，適切な

レベルの管理策が適用可能なようにする。これら全ての影響要因は変化することから，随時見直すことが

期待される。 


